
小学校第６学年 家庭科学習指導案 

 

授業者  Ｔ１ 教  諭 

   Ｔ２ 栄養教諭 

 

１ 題材名 「まかせてね 今日の食事」 

 

２ 題材のめあて 

  栄養を考えた食事について、「健康・快適・安全」などの視点から、課題をもって、１食分の献

立と環境に配慮した調理に関する基礎的・基本的な知識及び技能を身に付け、栄養のバランスを考

えた１食分の献立を工夫することができる。 

 

３ 題材の目標 

目

標 

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等 

１食分の献立の栄養バランス

や買い物の仕方、環境に配慮し

た調理の仕方について理解し

ているとともに、購入に必要な

情報の収集・整理が適切にでき

る。 

１食分の献立の栄養バランス

や買い物の仕方、環境に配慮

した調理の仕方について問題

を見いだして課題を設定し、

さまざまな解決方法を考え、

実践を評価・改善し、考えたこ

とを表現するなどして課題を

解決する力を身に付けてい

る。 

家族の一員として、生活をよ

りよくしようと、栄養を考え

た食事や買い物、環境に配慮

した生活について、課題の解

決に向けて主体的に取り組ん

だり、振り返って改善したり

して、生活を工夫し、実践しよ

うとしている。 

 

４ 題材設定の理由 

（１） 児童の実態 

  ５年生の家庭科で五大栄養素とその働きを学習し、ゆでる調理やごはんとみそ汁作り、６年生の

１学期に炒める調理を実習し、基礎的な調理を経験している。 

  普段の給食の様子から、食べる量や好き嫌いに個人差が見られ、積極的におかわりをする児童が

いる反面、食べる量が少なく、ごはんや野菜のおかずなどを残してしまう児童もいる。 

  ６月に実施した「元気アップマイごはん」では、自分で献立を考え、調理したり、１品全部を自

分で作ったりした児童も多く、調理への意欲は高い。７月の児童アンケートでは、「朝食で３色そ

ろえて食べているか」で、毎日：34.8％、４～６日：39.1％、１～３日：17.4％、０日：8.7％で、

栄養のバランスを考え、実践できている児童はやや少ない。 

  今後の生活では、自分や家族の食事作りをする機会が増えてくることが予想される。そこで、栄

養のバランスを考えた１食分の献立作りについて学ぶことで、学校での学習を家庭での実践につ

なげる力を身に付けさせたい。 

 

（２） 題材について 

本題材は、第５学年及び第６学年で学んできた、体に必要な栄養素の種類と働き、食品の栄養的 

な特徴、材料に適した基本的な調理技術を生かして、１食分の献立を立て、さらに環境に配慮した 

調理ができるようになることをねらいとしている。 

学習内容として、児童が普段食べている給食をもとに、献立作成の手順を確認し、栄養のバラン 



スを考えた１食分の献立作成をとおして、自分の食生活への関心を高めるとともに、自分や家族の 

ためによりよい食生活を実践していく態度を育みたい。 

 

５ 食育の視点 

食に関する指導の目標 

食事の重要性 心身の健康 食品を選択する能力 感謝の心 社会性 食文化 

 ○ ○    

 

６ 単元の指導計画（全 10時間 本時◎２／10） 

次 時 学習活動 評価規準と☆評価方法 

１ １ 献立の立て方を考えよう（１時間） １食分の献立を立てるときに必要

なことや献立を立てるよさを理解

できたか。【思考・判断・表現】 

☆発言 

２ ２◎ 

３ 

 

１食分の献立を考えよう（２時間） 食品を組み合わせ、栄養のバランス

がよい１食分の献立を立てること

ができたか。【知識・技能】【思考・

判断・表現】【主体的に学習に取り

組む態度】☆ワークシート 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

材料を準備し、調理しよう（６時間） 環境に配慮した調理計画になって

いるか。目的や品質を考えた材料の

選び方や買い方が理解できたか。環

境への配慮を考えて調理できたか。

【知識・技能】【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】 

☆ワークシート 

３ １０ 楽しく食事をするために計画を立てよう（１時間） 楽しい健康な食事をするための工

夫について考えられたか。【知識・

技能】【思考・判断・表現】【主体

的に学習に取り組む態度】☆ワーク

シート 

 

７ 本時の学習（２／10） 

（１） ねらい 

献立を立てるときのポイントを踏まえて、栄養のバランスがよい１食分の献立を考えることが

できる。 

 

（２） 本時の構想 

導入では、前時の１食分の献立を立てるときに必要なことを確認し、栄養のバランスがよく、

全校のみんなが喜ぶ給食の献立を考えることを伝える。 

展開では、給食を教材に、献立作成の手順や献立を立てるときのポイントを知らせ、１食分の 

給食の献立を考えさせる。工夫した点やアピールポイントをまとめ、友達に紹介し、よい点やア  



ドバイスを伝え合う活動を行う。 

終末では、学習の振り返りを行い、次時の見通しをもてるようにする。 

 

（３）展開 

時   □学習活動 ・予想される児童の反応 ○評価 ☆手立て・留意点 

導
入
５
分 

○
分 

□前時の復習をする。 

Ｔ１：献立を立てるときに考えることを確認しましょう。 

Ｃ：主食・主菜・副菜・汁物を組み合わせる。 

Ｃ：栄養のバランスを整える。 

 

□本時の学習内容を知る。 

Ｔ１：栄養教諭から献立の立て方について教えてもらい、１

食分の給食の献立を立てることを伝える。 

 

☆数名に発表させる。 

展
開
３
５
分 

○
分 

 

□献立作成の手順を知る。 

Ｔ２：当日の給食をもとに献立作成の手順を説明し、使用さ

れていた食材を栄養のバランスチェック表に分ける。 

Ｃ：まず主食を決め、次に主菜、それに合わせて副菜と汁物を

決めるのだな。 

Ｃ：給食には全部のグループの食品が使われている。 

 

 

□給食を例に、献立を立てるときのワンランクアップポイン

トを知る。 

Ｔ２：栄養バランス以外に、給食の献立を立てるときに考え

ていることを知らせる。（彩り、調理法、味付け、旬の食材、

予算） 

Ｃ：給食にはにんじんがよく出るね。 

Ｃ：揚げパンとから揚げはだめか・・・。 

Ｃ：冬が旬の食材って何かな？ 

Ｃ：高い食材はだめだな。 

 

□献立作成のポイントを踏まえて、１食分の献立を考える。 

Ｔ２：主食は、●●市が全国に誇るコシヒカリとし、全校の 

みんなが喜ぶ給食を考えましょう。 

 

□献立作成で自分が工夫した点をワークシートに記入する。 

Ｔ２：自分の献立のアピールポイントを書きましょう。 

Ｃ：６つのグループの食品が入るようにした。 

Ｃ：旬の食材を入れた。 

 

□隣の人と、自分の考えた献立と工夫した点を発表し合い、

 

☆当日食べた給食の写真を提

示し、献立がどのように立

てられているのかを説明す

る。 

☆当日の給食に使用された食

材を、電子黒板に写した栄

養のバランスチェック表に

記入していく。 

 

 

 

 

○献立作成の手順、ポイント

を理解しているか。 

 

 

 

 

☆考えた献立の中からいくつ

かが給食に登場することを

伝え、献立作成の意欲を高

める。 

 

・ポイントの中でも、栄養のバ 

 ランスを整えることは外さ 

ないことを伝える。 

 

☆献立の評価シートでお互い  

◎全校のみんなが喜ぶ給食の献立を考えよう 



 

（３） 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【給食写真】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【板書写真】                        【電子黒板写真】 

 

 

 

 

 

 

 

 

よいところ、アドバイスを伝え合う。 

Ｔ２：お互いに考えた献立とアピールポイントを発表し合い、

よいところ、アドバイスを伝え合いましょう。 

に評価し合う。 

○栄養のバランスがよい１食

分の献立を考えることがで

きたか。 

終
末
５
分 

1
0
 分 

□本時の学習を振り返る。 

Ｔ１：今日の学習の振り返りをしましょう。 

□次時の見通しをもつ。 

Ｔ１：次時は、他の人が考えた献立のよいところや、アドバイ

スをもとに自分で考えた献立を改善し、それぞれの献立を

もとに班で１つの献立を作り、給食で出す献立を考えまし

ょう。 

☆ワークシートに記入させ、

時間があれば発表させる。 

 

・次時への意欲をもたせる。 

まかせてね 今日の食事 

◎全校のみんなが喜ぶ給食の献立を考えよう         ○ワンランクアップポイント 

○献立を立てるときに考えること  ③副菜    ②主菜  ・彩り 

・主食・主菜・副菜・汁物                 ・調理法 

・栄養のバランス                     ・味付け 

                             ・旬の食材 

① 主食   ④汁物   ・予算 

 

・前時にまと

めたもの 

給食写真 

【電子黒板】 

図２ 栄養のバランスのチェック表 



【ワークシート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【協議会記録】 

＜授業者より＞ 

Ｔ１：機会をいただいたことで、新たな視点に気づき、学びの場となった。６年生は、１学期に朝 

   ごはんの授業を行ったが、その場でメニューを考えるのにとても時間がかかった。そこで、 

   今回は事前にメニュー作成のための資料をタブレットで見ることができるようにし、授業 

   前の連休には、児童に家庭で少し考えてきてもらった。１学期より、踏み込めた授業内容に 

なっていたと思う。皆様からご意見や課題をお聞かせいただきたい。 

 Ｔ２：初めてのことで、準備が十分にできていなかったと思う。Ｔ１に教えていただき、話し合い 

を行い授業準備をしていくことで、とても勉強になった。子どもたちに献立を考えさせる時 

間を十分とりたかったが、ICT に不慣れなこともあり、時間が足りなくなってしまったと 

反省している。授業の流れや、給食の使い方はよかったのかどうか、教えていただきたい。 

表 

裏 



＜質疑応答＞ 〇質問  →応答 

 〇Ｔ２は全 10時間のうち、どのくらいの時間関わるのか。 

  →前時はみんなが喜ぶの定義について授業を行った。本時があり、次時にクラスで１つの献立を 

完成させる。その後の調理実習では、サポートの形で関わる予定である。 

 〇みんなが喜ぶが共通理解されていて非常によい。喜ぶものと栄養バランスをつなげるのは難し 

いところもあるが、前時は、どのようにして子どもたちの思考をつなげるようにしたのか。 

→Ｔ１が献立例として、揚げ物と炒め物など油の多い料理を提示したところ、子どもたちから、 

彩りが悪いなどの反応があった。そこから、「喜ぶ＝バランスがよい」と子どもたちは捉える 

ことができた。 

 

＜グループ協議＞ ◎よかった点 △改善が必要な点 Ａ･Ｂ･Ｃ･･･グループ名 

①Ｔ１・Ｔ２の役割分担について 

◎担任が悪い例を示すことで子どもたちに気づかせ、栄養教諭が専門的なことをアドバイスす 

る。Ｔ１・Ｔ２それぞれの専門性を活かした役割分担がされていた。（Ａ・Ｃ） 

  ◎Ｔ２の前時と次時の登場の仕方が、困った時のＴ２という形になっていて効果的である。（Ｂ） 

 ②給食を教材として活用する方法 

  ◎授業で考えた献立が実際に給食にでることは、子どもたちの意欲につながる。（Ｂ・Ｃ） 

  △給食だよりの献立を参考にしたが、どの料理にどんな食材が入っているか書かれていないた 

め、つまずく子が多かった。料理ごとに食材が分類された資料があるとよい。（Ｂ・Ｃ） 

  △電子黒板への献立記入はＴ２が記入するのではなく、子どもたちに問いかける。もしくは、最 

初から記入したものを示し、バランスがよいことに気づかせてもよいのではないか。（Ｂ・Ｃ） 

 ③その他 

  ◎前時の要約掲示や、事前に献立作成資料が配付され、献立作成の時間が確保されていた。（Ａ） 

  ◎ワンランクアップポイントやアピールポイントが示され、心が喜ぶというところにも目が向 

けられていてよい。（Ａ） 

  △子どもたちの献立作成の様子を見ると、ご飯に合う料理という点に疑問があった。組み合わせ 

にも触れるとよい。（Ａ） 

  ◎メッセージシートで献立の改善点が明確になりよい。（Ｂ） 

  ◎献立作成資料は、冬の献立や旬のものが入っていてよい。（Ｂ） 

  ◎次時で、より細かく献立を考える流れがよい。どんな献立になるか楽しみである。（Ｂ・Ｃ） 

  △季節の食材の一覧表があるとよい。（Ｂ） 

  △ワンランクアップの捉え方に違いがあるので、意見を出し合ってまとめるとよい。（Ｂ） 

  ◎分類ができていなかった子も、旬のものが使われていることで取り上げられていた。やる気に 

つながったと思う。（Ｃ） 

  △彩りを示した写真は、遠くからだと分かりづらかった。（Ｃ） 

 

＜指導者より＞ 

 家庭科の授業研究会は２回目で、新鮮な気持ちで参加した。食に関する指導の手引きや食育推進計

画に示されている食育の観点に対応した授業となっていて、学ぶところがたくさんあった。 

授業のゴールに作成した献立の給食提供があることで、子どもたちはやる気をもって取り組むこ

とができていた。給食に提供されない献立も出てくるが、採用されない時にも納得させるところを大

事にして、今後の授業を進めてほしい。 

現代は、食物アレルギーや食の好き嫌いなどいろいろな食の課題があり、食を通して自他を大切に

することがこれから必要となってくる。 


